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早いもので、皆様方に５期目のご信任をいた
だいてから２年目の新春を迎えました。就任以
来、「やさしさと　みどりあふれる　活気あるま
ち　やおつ」を将来像として、健康と福祉・定
住と交流・環境・教育と文化・産業・協働を柱
にまちづくりを進めてまいりました。皆様方の
深いご理解とご協力により、円滑に諸施策を進
めることができ感謝いたしております。昨年の
流行語ではありませんが、皆様に「倍返し」で
お応えできますよう、今年も地域の活性化をめざし努力してまいりますのでよろしくお願いいたします。
今年の抱負を四字熟語で表しますと「以心伝心」です。
心と心の共感を大切に、今までにも増して町民の皆様のご意向を十分に推察して、以心伝心で行える行政
を心がけてまいりたいと思います。
さて、日本全体をみますと、昨年はオリンピック開催やリニア新幹線着工決定など希望がもてるニュース
がありました。また、政権交代によりようやく景気が回復しつつあります。しかし、今年は消費税増税によ
る景気回復への悪影響も懸念されており、まだまだ国民生活が豊かになったという実感はなく、八百津町の
財政状況も引き続き厳しい状況です。限りある財源の中、予算を有効に使うよう知恵を絞ってまいります。
昨年までは、甚大な被害を被った災害復旧に全力を挙げてまいりました。その結果、ようやく一段落し爪
痕を消すことができました。しかし、尊い命は取り戻すことができません。皆様の、生命・財産を守るため、
新たな地域防災計画に基づき防災体制の万全を期し、地域交流の場として整備する錦津コミュニティセンタ
ーを避難所としても位置づけ、また消防機動力の確保のため消防自動車の更新やライフラインである水道関
係施設の整備にも力を入れてまいります。
また、昨年は国土交通省により、新丸山ダムの建設継続が決定され安堵いたしました。新年度は、予算額
も倍増となり今後は更なる予算付けとダム本体工事の早期着工を要望してまいります。
岐阜県においては、南の玄関口となる「やおつトンネル」２期工事に着工していただきました。完成の暁
には産業・観光の活性化、定住を含めた人の流入を図れるよう、施策を打っていきたいと考えております。
他に、教育施設の充実・観光拠点の整備と宣伝・公共交通利便性の向上・道路等インフラの整備・納税の
利便性の向上等にも重点を置きたいと思います。
具体的な構想を申し上げますと、杉原千畝記念館は、外国人を含む来館者が増加しており、オープンから
年数も相当経過しておりますのでリニューアルを計画いたしました。展示品の入れ替えやレイアウトを変更
し、より魅力ある記念館にします。
教育については、これまでも様々な施設整備を行ってまいりましたが、近年、猛暑酷暑日の増加により、
夏休み前後においても相当暑い日が続き、子どもたちの勉強する環境が悪化してきております。そのため、
空調設備や太陽光発電の整備なども検討しているところであります。
公共交通については、現在コミュニティバスがスクールバスを兼用しておりまして、双方にとって使い勝
手の悪いものとなっておりますので、本年10月から、これを分離して、児童生徒と一般住民の方がそれぞれ
利用し易いルートと時間帯に変更いたします。
道路関係につきましては、新設・改良も順次進めてまいりますが、特に町道に架かる橋が老朽化しており、
将来掛け替えが容易に行えないことから、今から補修し長寿命化を図ります。町内19ある橋を年次計画で補
修し、災害にも強い道路網を確保する計画であります。
また、事務サービス面についても改善をいたします。日頃、皆様方に様々な税金のご負担をいただいてお
りますが、現金で納付いただきます場合、役場や金融機関の業務時間外でも納付いただけますよう、新たに
「クレジット納付・コンビニ納付（※）」を開始いたしますので、是非ご利用いただきたいと思います。
以上構想の一部をご紹介しましたが、今年の干支にちなみ、勢いよく駆ける馬のように飛躍の年になりま
すよう頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします。
最後になりましたが、皆様方のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、年頭のごあいさつといたします。
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町長新年のごあいさつ
明けましておめでとうございます。
皆様には、健やかに新年をお迎えのこと
とお喜び申し上げます。


